
農
林
水
産
省
　
経
営
局
経
営
政
策
課
　
経
営
広
報
企
画
官
小
柳
豊
憲
氏

３
年
程
度
で
新
技
術
を
実
用
化

施策紹介
　
日
本
の
農
業
は
従
事
者
の
高

年
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
膨
大

な
耕
作
放
棄
地
が
生
ま
れ
て
い

る
。
経
営
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
農

業
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
は
急
務
と
な
っ

て
い
る
。

　
農
業
生
産
の
コ
ス

ト
削
減
は
、
こ
れ
ま

で
も
農
業
界
と
し
て

技
術
改
良
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
だ

が
、
新
技
術
を
実
用

化
さ
せ
る
ス
ピ
ー
ド
感
が
も
っ

と
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
先
端

モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
低
で
も

農
業
者
１
者
と
企
業
１
社
で
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し
て
取

り
組
む
。
想
定
す
る
対
象
技
術

は
「
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
体
系

の
確
立
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
効
率
的
生
産
体
制
の
構
築
」

「
低
コ
ス
ト
の
農
業
機
械
開

発
」
な
ど
だ
が
、制
約
は
な
い
。

　
３
年
程
度
で
実
用
化
を
試
み

る
も
の
で
、
成
果
を
地
域
に
広

く
普
及
す
る
こ
と
が
要
件
だ
。

補
助
は
経
費
の
２
分
の
１
で
、

上
限
は
初
年
度
３
０
０
０
万

円
、
２
、
３
年
目
は
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
０
万
円
だ
。
４
年
目
以

降
は
普
及
に
努
め
て
も
ら
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
効
果
」

「
新
規
性
」
「
実
現
可
能
性
」

「
普
及
可
能
性
」
の
四
つ
の
観

点
で
審
査
し
て
い
る
。
特
定
作

目
や
特
定
エ
リ
ア
向
け
で
な

く
、
汎
用
性
の
高
い
も
の
が
採

択
さ
れ
や
す
い
と
い
え
る
。

　
検
討
し
て
み
た
い
開
発
案
件

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
我
々
に
連
絡

し
て
ほ
し
い
。

農
業
Ｉ
Ｔ
管
理
ツ
ー
ル
「
豊
作
計
画
」
に
つ
い
て

気
象
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
で
農
業
を
元
気
に
！
　
｜
坂
の
上
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
り
組
み
｜

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
　
戦
略
マ
ー
ケ
ッ
ツ
事
業
部
　
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
原
　
誠
氏

愛媛発、地域再生のサービス

実用化・普及へ「割り切り」必要

営
農
見
え
る
化
・
課
題
抽
出
・
現
場
改
善

産業技術を活用したこれからの農業のあり方 農
商
工
連
携
勉
強
会

産
業
技
術
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方

　
我
々
は
先
端
モ
デ
ル
事
業
の

委
託
先
事
業
者
と
し
て
、
各
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理

や
補
助
金
の
受
け
払
い
、
事
業

と
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報

な
ど
を
担
っ
て
い
る
。
先
端
モ

デ
ル
事
業
は
現
在

件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
３
年
後
に
実
用
化
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
事
務
局

と
し
て
こ
れ
ら
を
俯
瞰
し
て
気

ふ

か
ん

づ
い
た
こ
と
が
何
点
か
あ
る
。

　
ま
ず
技
術
に
つ
い
て
は
実
用

化
を
目
指
す
た
め
の
割
り
切
り

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
例
え

ば
、
収
穫
の

％
を

ロ
ボ
ッ
ト
で
行
う
自

動
収
穫
実
証
事
業
が

あ
る
。
自
動
化
は

％
で
、
残
り
は
人
手

で
対
応
す
る
も
の

だ
。
１
０
０
％
収
穫

を
目
指
す
と
膨
大
な

投
資
に
な
り
、
実
用

化
・
普
及
は
遠
く
な

る
。

％
と
い
う
割
り
切
り
が

実
現
可
能
性
・
普
及
可
能
性
を

高
め
て
い
る
と
い
え
る
。

　
連
携
体
制
作
り
は
、
み
な
苦

労
し
て
い
る
よ
う
だ
。
企
業
側

か
ら
見
た
場
合
、
三
つ
の
壁
が

あ
る
。
新
し
い
こ
と
に
積
極
的

な
農
業
者
と
の
出
会
い
。
出
会

っ
た
農
業
者
が
課
題
を
明
確
に

話
す
こ
と
。
農
業
者
自
ら
も
投

資
す
る
覚
悟
が
あ
る
こ
と
。
こ

の
三
つ
の
壁
を
乗
り
越
え
な
い

と
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制

は
作
れ
な
い
。
信
頼
関
係
構
築

の
た
め
に
は
お
見
合
い
期
間

が
必
要
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
力
が
大

き
い
。
特
に
、
前
進
す
る
力
と

先
読
み
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
後
の
展
開
で
は
「
組
み
合

わ
せ
」
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
例
え
ば
、
今
回
講
演
の
あ

っ
た
ハ
レ
ッ
ク
ス
の
シ
ス
テ
ム

と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
見
え
る

化
・
カ
イ
ゼ
ン
の
仕
組
み
の
組

み
合
わ
せ
と
い
っ
た
具
合
だ
。

生
産
性
向
上
に
相
乗
的
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　
ほ
場
整
備
技
術
と
自
動
収
穫

技
術
、
環
境
制
御
技
術
と
大
量

な
件
数
の
ほ
場
管
理
シ
ス
テ
ム

と
い
っ
た
具
合
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
同
士
の
連
携
が
進
め
ば
、

農
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
、

よ
り
大
き
な
成
果
が
挙
が
る
は

ず
だ
。

　
先
端
モ
デ
ル
事
業
は
、
本
年

度
は
異
業
種
の
技
術
で
農
業
界

の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
だ
が
、
来
年

度
は
保
存
・
加
工
技
術
な
ど
や

流
通
も
関
わ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
開
発
も
事
業
趣
旨
に

盛
り
込
ま
れ
る
。
ぜ
ひ
奮
っ
て

応
募
い
た
だ
き
た
い
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

事
務
局

日
刊
工
業
新
聞

社

は
９
月

日
、
東
京
都
中
央
区
の
日
刊
工
業
新
聞

社
内
で
農
商
工
連
携
勉
強
会
「
産
業
技
術
を
活
用
し
た

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産

省
は
産
業
界
の
力
を
積
極
活
用
し
て
農
業
生
産
の
コ
ス

ト
削
減
や
、
農
業
経
営
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
開

発
な
ど
を
目
指
す
「
農
業
界
と
経
済
界
の
連
携
に
よ
る

先
端
モ
デ
ル
農
業
確
立
実
証
事
業
」

先
端
モ
デ
ル
事

業

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
端
モ
デ
ル
事
業

に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
、
農
業
界
と
産

業
界
と
の
今
後
の
連
携
の
姿
を
探
っ
た
。

農業界と産業
界との今後の
連携の姿を探
った

トヨタ自動車　新事業企画部企画総括グループ主任喜多賢二氏

　
当
社
は
環
境
緑
化
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
農
畜
産
支
援
の
各
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で

の
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
よ
る
改

善
活
動
や
、
宮
城
県
大
衡
村
の

車
両
工
場
の
排
熱
を
利
用
し
た

大
規
模
温
室
栽
培
な
ど
。
畜
産

向
け
堆
肥
化
促
進
剤
「
ｒ
ｅ
ｓ

Ｑ

」
も
手
が
け
て
い
る
。

　
米
生
産
プ
ロ
セ
ス
改
善
は
生

産
管
理
手
法
や
工
程
改
善
ノ
ウ

ハ
ウ
を
米
生
産
に
応
用
し
、
稲

作
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
が
狙
い
だ
。
愛
知
県
弥
富

市
の
鍋
八
農
産
と
共
同
で
着
手

し
た
の
は
２
０
１
１
年
。
ま
ず

見
え
る
化
か
ら
始
め
た
。

　
鍋
八
農
産
は
委
託
さ
れ
た
水

田
を
契
約
形
態
や
品
種
ご
と
に

白
地
図
に
色
分
け
し
て
管
理

し
て
い
た
。
こ
の
手
作
業
は
耕

起
、
田
植
え
、
稲
刈
り
の
年
３

回
行
う
。
社
員
は
朝
、
１
日
の

作
業
の
指
示
を
受
け
て
現
場
に

向
か
う
が
、
田
ん
ぼ
に
は
何
の

目
印
も
な
い
。
区
画
間
違
い
や

作
業
漏
れ
も
発
生
し
て
い
た
。

　
１
年
か
け
て
全
工
程
を
撮
影

し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
米
１

当
た
り

の
生
産
コ
ス
ト
が
算
出
で
き

た
。
工
程
ご
と
の
作
業
時
間
と

コ
ス
ト
を
管
理
す
る
こ
と
で
コ

ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
る
た
め
、

管
理
ツ
ー
ル
「
豊
作
計
画
」
を

開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ
ウ
ド
を
利

用
。
ほ
場
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
作

業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
水

田
１
枚
１
枚
の
作
業
計
画
が
自

動
生
成
さ
れ
る
。
管
理
者
が
作

業
者
ご
と
に
振
り
当
て
て
、
作

業
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
配

信
す
る
。
作
業
者
は
そ
れ
に
基

づ
い
て
作
業
を
行
い
、
実
績
を

報
告
す
る
。
実
績
が
日
報
と
な

り
、
経
営
管
理
指
標
と
な
り
、

経
営
状
況
確
認
や
伝
票
発
行
に

利
用
さ
れ
る
。

　
作
業
者
は
自
分
の
位
置
を
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
で
確
認
で
き
る
の

で
、
場
所
の
間
違
い
や
仕
事
枚

数
の
ミ
ス
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
。

　
見
え
る
化
の
次
は
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
コ
ス
ト
削
減
・
品
質

向
上
に
活
用
す
る
べ
く
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
先
端
モ
デ
ル
事
業
は
石
川
県

と
も
共
同
し
、
９
社
の
農
業
法

人
と
「
米
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ

た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
改

善
活
動
は
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で

進
め
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ
１
は

「
豊
作
計
画
」
を
活
用
し
た
営

農
の
見
え
る
化
。
ス
テ
ッ
プ
２

は
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
課
題
抽

出
。
ス
テ
ッ
プ
３
は
生
産
者
に

よ
る
現
場
改
善
活
動
。
収
量
向

上
や
機
械
の
シ
ェ
ア
の
よ
う
に

単
独
で
は
取
り
組
め
な

い
よ
う
な
テ
ー
マ
は
当

社
が
取
り
次
い
で
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
石
川
県
は
農
業
者
の
育
成
手

法
を
確
立
し
、
普
及
員
を
通
じ

て
農
業
者
育
成
に
結
び
つ
け

る
。
当
社
は
「
豊
作
計
画
」
と

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
提
供
、
業
務

改
善
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。

ハレックス　社長越智正昭氏

　
我
々
の
先
端
モ
デ
ル
事
業
の

テ
ー
マ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

活
用
に
よ
る
地
域
特
性
を
考
慮

し
た

時
間
先
ま
で
の
「
農
業

用
気
象
予
報
シ
ス
テ
ム
」
の
開

発
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
新
た

な
営
農
管
理
の
検
討
。
１

メ
ッ
シ
ュ
・

時
間
先
ま
で
の

気
象
予
報
を
安
価
で
利
用
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
で
提
供
し
、
農

業
生
産
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
品

質
向
上
・
被
害
防
止
を
目
指
す

も
の
だ
。

　
愛
媛
県
の
農
業
は
、
主
力
の

か
ん
き
つ
類
の
多
く
が
傾
斜
地

で
栽
培
さ
れ
る
と
い
う
厳
し
い

労
働
環
境
か
ら
、
高
齢
化
問
題

が
非
常
に
深
刻
だ
。
一
方
、
地

方
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は
中
央
企
業
の

下
請
け
業
務
減
少
で
疲
弊
が
進

ん
で
お
り
、
独
自
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
持
と
う
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
当
社
が
素
材

と
使
い
方
を
提
供
し
て
、
愛
媛

の
農
業
と
Ｉ
Ｔ
企
業
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
。

　
気
象
情
報
は
上
空

ま

で
の
立
体
的
な
デ
ー
タ
が
時
間

ご
と
に
変
化
す
る
代
表
的
な
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
だ
。
ま
た
、
日
本

で
は
毎
日
の
朝
と
夕
方
の
天
気

図
が
１
３
０
年
分
蓄
積
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
農

業
の
「
守
り
た
い
」
「
無
駄
を

省
き
た
い
」
「
も
っ
と
も
う
け

た
い
」
に
使
え
る
情
報
に
変
換

す
る
こ
と
が
大
き
な
狙
い
だ
。

　
例
え
ば
、
天
気
予
報
で
は
静

岡
県
東
部
と
く
く
ら
れ
て
い
る

が
、
富
士
市
で
は

度
Ｃ
で
晴

れ
て
い
る
。
同
時
刻
の
富
士
山

９
合
目
は
５
度
Ｃ
で
雨
、
富
士

山
頂
は
気
温
１
度
Ｃ
で
雪
が
降

っ
て
い
る
。
当
社
は
気
象
庁
の

観
測
デ
ー
タ
を
解
析
し
再
計
算

し
て
、
１

メ
ッ
シ
ュ
で
標

高
補
正
、
時
間
補
正
を
加
え
て

特
定
利
用
向
け
予
報
を
提
供
し

て
い
る
。
情
報
は
精
度
だ
け
で

な
く
鮮
度
も
重
要
だ
。

　
農
業
に
お
け
る
気
象
情
報
の

活
用
は
、
ま
ず
気
象
災
害
回
避

の
支
援
、
２
次
的
に
加
工
し
病

害
虫
予
防
。
日
常
管
理
は
現
状

の
把
握
だ
。
短
期
の
予
報
で
対

応
で
き
る
。

　
農
業
経
営
と
し
て
、
作
付
け

事
業
を
考
え
る
と
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
出
荷
で
き
る
よ
う
に

作
付
け
す
る
か
、
ど
ん
な
品
種

を
選
べ
ば
よ
い
か
な
ど
は
傾
向

の
把
握
。
過
去
の
気
象
デ
ー
タ

の
分
析
や
中
長
期
予
報
の
活
用

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
域
特
性
の
把
握
も
重
要

だ
。
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
対
象
の
地
域
が
ど
の
よ
う

な
傾
向
で
変
動
し
て
い
る
の

か
。
過
去
か
ら
の
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
と
、
こ
の
先
ど
の
よ
う

な
作
物
が
適
す
る
の
か
を
把
握

で
き
る
。

　
単
な
る
気
象
情
報
提
供
に
と

ど
め
な
い
で
、
経
営
意
思
決
定

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
育
て
た
い
と

考
え
て
い
る
。
当
初
、
か
ん
き

つ
類
で
進
め
て
き
た
が
、
米
・

麦
、
野
菜
、
さ
ら
に
は
養
鶏
へ

と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
シ
ス
テ

ム
が
愛
媛
の
中
山
間
部
で
使
え

る
な
ら
、
全
国
で
使
え
る
よ
う

に
な
る
は
ず
だ
。
愛
媛
発
の
、

地
域
再
生
の
一
つ
の
姿
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １０月１７日 金曜日 　　


